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姜 奉植（基盤教育部長・教授） 
 
【研究活動】 
〈論文〉 
・「변자음화  교육의  중요성에  관해서 -변자음화와  일본어의  促音 /撥音의 발음 
 특징과의 대조를 통해서-（変子音化教育の重要性について－変子音化と日本語の促 
 音/撥音の発音の特徴との対照を通して－）」『第 26 回国際韓国語教育学会国際学術大 
 会 proceeding』pp. 553-560. 2016年 8月 6日～7日（研究発表：同大会、2016年 8月 7日、 
 韓国東国大学校）. 
 
〈その他〉 
・「日本人韓国語学習者の為の韓国語の発音変化の諸規則」『リベラル・アーツ 10 号』 
 pp.35-54. 2016 年 3 月. 
・「변자음화에 관해서（変子音化について）」第 21 回岩手韓国語教育研究会、2016 年 
 7 月 9 日、岩手県立大学アイーナキャンパス 
 
〈講演〉 
・仙台韓国語教育院主催、2015 年韓国語教育者セミナー、2015 年 5 月 9 日「韓国語の 
 発音変化の諸規則」、『2015 年韓国語教育者セミナー』pp.5-26 
 
【社会的活動】 
〈学会における活動〉 
・第 7 回日本韓国語教育学会学術大会 主宰，2016 年 10 
・第 6 回日本韓国語教育学会学術大会 主宰，2015 年 10 月 ～ 2015 年 11 月 
 
【その他】 
〈研究についてのマスコミによる報道〉 
・일본 한국어교육학회 오사카에서 학술대회（日本韓国語教育学会大阪で学術大会）， 
재외동포신문（在外同胞新聞），2016 年 10 月. 
・오사카서 제 7 차 일본한국어교육학회 학술대회（大阪で第 7 回日本韓国語教育学会 
  学術大会），월드코리안（ワールドコリアン），2016 年 10 月. 
 
 
 
黒岩 幸子（基盤教育部・教授） 
 
【教育活動】 
・2017 年 4 月～9 月 NHK ラジオ「まいにちロシア語入門編 声に出して覚えるロシア
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 語」講師。NHK テキスト『まいにちロシア語』4 月号～9 月号（NHK 出版）。 
  
【研究活動】 
〈著書〉 
・共著『北方領土の基礎知識』（東洋書店新社、2016 年）。 
・共著『日本発多言語国際情報発信の現状と課題 ヒューマンリソースとグローバルコミ
ュニケーションのゆくえ』（朝日出版社、2016 年）。 
・共著 The teaching of foreign languages in Japan and international academic activities. 
(ASAHIPRESS, 2017)。 
 
〈論文〉 
・単著「『北方領土』問題の現状と展望」『日本の科学者』Vol.50, 2015. 
・単著「日本のロシア語教程における『硬母音･軟母音』の概念について」『ロシア語教育
研究』第 6 号、2015 年。 
・単著「NHK ラジオ『まいにちロシア語』担当の経験から」『ロシア語教育研究』第 8 号、
2017 年。 
 
〈報告〉 
・単著「岩手県立大学のロシア語教育」『大学間・高等学校‐大学間ロシア語教育ネットワ
ークの確立』（2011 年度～2015 年度 科研費 基盤研究（B） 研究成果最終報告書）
研究分担者、2016 年 3 月。 
・単著「中露国境紀行：印象記」特定非営利法人 国境地域研究センターHP 
 （http://borderlands.or.jp/essay/essay018.html）2016 年 9 月。 
・単著「教科書の誤りをとおして検証する日本ロシア語教育の特殊性」（2014 年度～2017
年度 科研費 基盤研究（C） 研究実施状況報告書）研究代表者、2017 年 5 月。 
 
【社会活動】 
・2010 年～2016 年 日本ロシア語教育研究会 編集委員長 
・2014 年～ ロシア語能力検定試験 岩手県会場（本学滝沢キャンパス）担当 
・2015 年～2017 年 ロシア語通訳協会会長 
・2016 年～ ロシア･東欧学会 編集委員 
・2017 年～ 日本ロシア文学会 倫理委員 
 
 
 
三宅 禎子（基盤教育部・教授） 
 
【教育活動】 
〈短期・長期留学指導と連動したスペイン語教育の実践〉 
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・短期留学に向けた事前指導 （平成 27-28 年度実施） 
  国際交流プログラムによりスペイン・アルカラ大学に短期留学する学生に対して、昼 
  休み時間帯を利用し、事前スペイン語特別レッスンを平成 27 年度 10 回、平成 28 年 
  度 12 回実施。 
・長期留学指導（平成 26-27 年度） 
  メキシコ政府奨学金に応募を希望する学生の指導を行い、2年続けて各 1名合格させた。 
・長期留学中の学生指導（平成 26-27 年度） 
  (1) 上記メキシコ政府奨学生に対して、現地でのスペイン語学習について随時指導した。
本学学生以外の奨学生は外国語大学スペイン語学科の学生であり学習歴に差がある
ため、準備された学習プログラム以外の方法が必要と考え、学部専門授業聴講生とし
ての授業参加方法、ボランティアに参加し運用能力向上する方法などを指南した。当
該学生は、帰国時時点で DELEB1 中級レベルに合格した。 
  (2) 私費長期留学生 3 名に同様の指導を実施した（平成 27 年度アルゼンチン留学 1 名、
アメリカ留学 1 名、平成 28 年度オーストラリア留学 1 名）。 
・短期、長期留学から帰国後の学生へのスペイン語による指導（平成 28 年度） 
  (1) スペイン語自由聴講クラスにおいて、スペイン、アルカラ大学短期留学を終えた学
生および将来的に留学を検討中の学生たちと相談のうえ日本語ではなくスペイン語
によるスペイン語の授業を実施した。 
  (2) メキシコへ長期留学した学生に、スペイン語によるスペイン語の課外授業を実施。 
・国際交流プログラム・スペイン語短期留学視察（平成 27-28 年度実施） 
・スペイン語圏留学学生用学習教材の整備（平成 27-28 年度実施） 
 留学を希望する学生のスペイン語運用能力向上を目指し、語学自習室のスペイン語教材、
特に中級、上級向け教材を新たに整備してもらった。 
・スペイン語圏留学を念頭においたスペイン語授業改善 
・スペイン政府スペイン語検定試験(DELE)を受験する学生に対して個別に学習法を指導し
た。（平成 26-28 年度）この結果、ヨーロッパ言語共通参照枠 B１中級レベルに１名、B
２中上級レベルに 1 名が合格した。（平成 27 年度）  
・その他の教育活動の成果    
 (1) 本学卒業生で、外務省嘱託職員としてラテンアメリカで仕事をしていた学生が本学
の職業キャリアの授業の講師として講演を実施した。（平成 27 年度） 
  (2) independent user レベルの卒業生がスペイン語圏支店派遣社員として、また日本在住外
国人向け病院のスペイン語話者医療職員として就職した。（平成 27-28 年度） 
  (3) 非常勤講師を勤める東北大学のスペイン語教育において、学生の授業評価および学 
生の週あたりの家庭学習時間が最多、担当学生の中からスペイン語交換留学生及び短
期長期私費および政府奨学金スペイン語圏留学生を輩出した実績を評価され、東北大
学全学教育貢献賞を受賞した。（平成 28 年度）この成果は本学での教育実践にも反映
させている。 
 
〈アメリカ現地研修を含むプロジェクト F (アメリカン・スタディーズ)の取り組み〉 
・学生たちへの細かな指導上の工夫により、学習成果が大幅に向上した。初年度は、授業
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参加の学生たちの姿勢が、アメリカの歴史への興味というより海外一般への興味や現代
アメリカへの興味であったことに教員側がとまどうところから始まった。しかし、学生
の状況を教員が受け入れ、そのうえで、授業で設定したアメリカ社会や歴史への理解を
学生たちにどう達成させるかの工夫に集中し、問題解決の努力を積み重ねてきた。その
結果、学生たちの学習習得の成果が大幅に向上した。 
 
【研究活動その他】 
教育研究者総覧 http://souran.iwate-pu.ac.jp/html/100000202_ja.html 参照 
 
 
 
劉 文静（基盤教育部・教授） 
 
【教育活動】 
・大学講義「社会学の世界」の教案を充実し更新させるために、現地調査を踏まえた最新
情報の取入れに努めている。 
・中国語教育においては、日本人学生向けの発音法を重視した語学教育を実施している。
また、中上級レベルの学生への個別指導として中国語検定試験 2 級など資格取得を目指
す学生の個別指導に力を入れている。 
・中国伝媒大学への短期語学留学の準備作業と促進活動を行っている。 
 
【研究活動】 
〈研究費取得実績およびその成果〉 
  (1) 基盤研究（C）（一般）、平成 26－28 年度、中国農村社会における農地の生活保障的
機能の変容と「新農保」制度に関する実証研究、研究代表者、3,341 千円。この助成
研究では、中国湖北省および広東省における農村年金制度である「新農保」制度の試
行実施状況を中心に調査研究を行った。研究の成果は「ARSA（Asian Rural Sociology 
Association）（アジア農村社会学会） （学術論文／査読付き）」「第 65 回日本現代中
国学会大会（学会発表／口頭発表・一般）」「第 14 回 IRSA 世界（国際）農村社会学
会（学会発表／ポスター・査読あり）」「第 89 回日本社会学会大会 （学会発表／ポ
スター・一般）」「第 66 回日本現代中国学会大会（学会発表／口頭発表・一般）」にて
公表している。 
  (2) 平成 26 年度岩手県立大学地域政策研究センター地域協働研究・地域提案型【前期】、
北上市における農業中間支援体制の構築、研究代表者、500 千円。この助成研究では
北上市農林部農林企画課と協働研究をした。北上市の「農業者をサポートする中間支
援体制の確立」において、組織と体制づくりの枠組み構築に理論的根拠を示すことが
目標である。農家や関係団体へのヒアリングの結果を踏まえて中間支援体制の役割に
ついて考察している。研究の結果をまとめた北上市長あての報告書が認められ、農業
支援組織の構築において 2 千万円の予算獲得に繋がった。研究の成果は「公立大学法
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人岩手県立大学地域政策研究センター地域協働研究（平成 26 年度地域提案型･前期） 
研究成果報告集 3（報告書）」「第 88 回日本社会学会大会 （学会発表／ポスター・一
般）」にて公表している。 
  (3) 平成 27 年度岩手県立大学地域政策研究センター地域協働研究・地域提案型【前期】、
農業中間支援組織構築に向けた中核生産者の果たす役割、研究代表者、400 千円。こ
の助成研究では北上市農林農業振興課と協働研究をした。北上市の農業中間支援組織
の構築を目的とし、北上市全体の農業構造、地域内にある様々な名称の農業や農業者
支援組織の機能と役割、活動メンバーとかかわる団体について調査した。研究の成果
は「公立大学法人岩手県立大学地域政策研究センター地域協働研究（平成 27 年度地
域提案型･前期） 研究成果報告集 4（報告書）」にて公表している。 
  (4) 平成 28 年度岩手県立大学地域政策研究センター地域協働研究・地域提案型【後期】、
久慈地域におけるヤマブドウを核とした地域づくりについて、研究代表者、491.63
千円。この助成研究では県北広域振興局農政部と協働研究をした。久慈市ではヤマブ
ドウを地域活性化の目玉としてブランド化を進めているが、現在、経営戦略立案が困
窮している状況にある。そこで、現状把握の序章として「現場側（生産者、加工業者、
行政など）の意識調査」を試みている。これにより、現場での生の声を元にした経営
戦略を打ち出すことを目指している。この研究は現在進行中で、成果公表はまだ行っ
ていない。 
 
【社会的活動】 
・語学留学のほか、海外との共同研究及び海外提携校との学術交流活動に取り組んでいる。 
 
【その他】 
・日本村落研究学会より依頼され、原著「朴紅著『中国国有農場の変貌 巨大ジャポニカ
米産地の形成』筑波書房」の書評を寄稿した（『村落社会研究ジャーナル』第 23 巻第 1 号
Serial No.46）。 
 
 
 
天野 哲彦（企画開発部・准教授） 
 
【教育活動】 
・メディアセンター主催の「読み方書き方講座」（年間に 90 分×3 回）を担当。 
・AO 入試合格者（社会福祉学部と総合政策学部）と推薦入試合格者（看護学部）に対す
る e ラーニングを使った入学前教育を担当。 
 
【研究活動】 
・毎年度以下の項目について分析 
 (1) センター試験 
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人岩手県立大学地域政策研究センター地域協働研究（平成 26 年度地域提案型･前期） 
研究成果報告集 3（報告書）」「第 88 回日本社会学会大会 （学会発表／ポスター・一
般）」にて公表している。 
  (3) 平成 27 年度岩手県立大学地域政策研究センター地域協働研究・地域提案型【前期】、
農業中間支援組織構築に向けた中核生産者の果たす役割、研究代表者、400 千円。こ
の助成研究では北上市農林農業振興課と協働研究をした。北上市の農業中間支援組織
の構築を目的とし、北上市全体の農業構造、地域内にある様々な名称の農業や農業者
支援組織の機能と役割、活動メンバーとかかわる団体について調査した。研究の成果
は「公立大学法人岩手県立大学地域政策研究センター地域協働研究（平成 27 年度地
域提案型･前期） 研究成果報告集 4（報告書）」にて公表している。 
  (4) 平成 28 年度岩手県立大学地域政策研究センター地域協働研究・地域提案型【後期】、
久慈地域におけるヤマブドウを核とした地域づくりについて、研究代表者、491.63
千円。この助成研究では県北広域振興局農政部と協働研究をした。久慈市ではヤマブ
ドウを地域活性化の目玉としてブランド化を進めているが、現在、経営戦略立案が困
窮している状況にある。そこで、現状把握の序章として「現場側（生産者、加工業者、
行政など）の意識調査」を試みている。これにより、現場での生の声を元にした経営
戦略を打ち出すことを目指している。この研究は現在進行中で、成果公表はまだ行っ
ていない。 
 
【社会的活動】 
・語学留学のほか、海外との共同研究及び海外提携校との学術交流活動に取り組んでいる。 
 
【その他】 
・日本村落研究学会より依頼され、原著「朴紅著『中国国有農場の変貌 巨大ジャポニカ
米産地の形成』筑波書房」の書評を寄稿した（『村落社会研究ジャーナル』第 23 巻第 1 号
Serial No.46）。 
 
 
 
天野 哲彦（企画開発部・准教授） 
 
【教育活動】 
・メディアセンター主催の「読み方書き方講座」（年間に 90 分×3 回）を担当。 
・AO 入試合格者（社会福祉学部と総合政策学部）と推薦入試合格者（看護学部）に対す
る e ラーニングを使った入学前教育を担当。 
 
【研究活動】 
・毎年度以下の項目について分析 
 (1) センター試験 
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 (2) 本学入試結果分析 
 (3) オープンキャンパスアンケート 
・入試制度、入試問題、アドミッション・ポリシーなどに関する改善提言 
 
【社会的活動】 
・本学の出張講義と大学見学で、「大学で学ぶ」と「大学で必要な日本語リテラシー入門」
を担当。年に数回、高校生に対して講義を行っている。 
 
【その他】 
・入試広報と高大連携活動の一環として、高校訪問と進学説明会での説明を担当。 
・学内の高大連携委員会と高大接続委員会の委員を担当。 
 
 
 
岩本 淳（基盤教育部・准教授） 
 
【教育活動】 
・平成 26 年度高等教育推進センター基盤教育部体育部門の部門代表を務める。 
・平成 27 年度高等教育推進センターの「体育実技の改革」の課題に取り組み、また、本学
の体育・スポーツに関する全般的な課題について開学時からの現状を踏まえた提言を行
った。 
・平成 28 年度「体育実技の改革」を受けて、体育実技におけるスポーツ種目の設定の改善
に取り組む。 
 
【研究活動】 
・平成 26 年度｢岩手県立大学の基盤教育における体育実技に関する最適化のための基礎的
研究｣の研究代表者として、3 カ年計画による研究の 1 年目の成果をレポートとして提出
する。また、日本スポーツ教育学会第３４回大会において「ハービー・ペニックの『奇
跡のゴルフレッスン』におけるスイング観の KJ 法による解明」を発表し、そして、『リ
ベラル・アーツ』第９号に論文「ハービー・ペニックのスイング観についての狭義 KJ
法による究明『奇跡のゴルフレッスン』におけるスイングの見解の把握」を投稿する。 
・平成 27 年度｢岩手県立大学の基盤教育における体育実技に関する最適化のための基礎的
研究｣の研究代表者として、3 カ年計画による研究の２年目の成果をレポートとして提出
する。 
・平成 28 年度｢岩手県立大学の基盤教育における体育実技に関する最適化のための基礎的
研究｣の研究代表者として、3 カ年計画による研究の最終年度の成果をレポートとして実
績報告をする。また、第 28 回日本テニス学会において「錦織圭選手のプレーの特徴に関
する試合動画の質的研究手法による解明：ロジャース・カップ 2015 のゴファン選手との
試合に対する狭義 KJ 法による解明」を発表し、そして、『リベラル・アーツ』第 11 号
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に研究ノート「錦織圭選手のプレーの特徴に関する質的研究手法による解明－ダビド・
ゴフィン選手との対戦における核心の把握によって－」を投稿する。 
 
【社会的活動】 
・本学における地域貢献とスポーツの普及の観点から、体育棟ならびに運動場の利用者に
自立性を具備させるため、ボランティアとして継続的な施設整備と美化活動を実施して
いる。 
 
【その他】 
・専門とするスポーツ種目であるテニスの競技で継続的な活動をしている。 
・平成 26 年度第 33 回岩手県ベテランテニストーナメントの、男子 45 歳以上の部において
第 2 位の成績を収める。 
 
 
 
熊本 哲也（基盤教育部・准教授） 
 
【研究活動】 
〈論文〉 
・「ジャン＝ジャック・ルソーにおける政治論、化学論との間にある横断的概念について：
rapport の概念を中心として」『岩手県立大学高等教育推進センター紀要 リベラル・ア
ーツ』第 9 号. 2015 年. 
・「小津安二郎『東京物語』における反復的時間と不可逆的時間」『岩手県立大学高等教育
推進センター紀要 リベラル・アーツ』第 10 号. 2016 年。 
 
〈著書〉 
・（共著）『教員養成を問いなおす』下司晶他編、「教員養成における「教育関係論」と『エ
ミール』の関係論について」、東洋館出版社、2016 年。 
 
〈翻訳〉 
・（共訳）『表皮と核』、二コラ・アブラハム、マリア・トロク著、山崎冬太、大西雅一郎編、
松籟社、2014 年。 
 
〈書評〉 
・ジャン＝ジャック・ルソー著『人間不平等起源論』付「戦争法原理」（板倉裕治訳、講談
社学術文庫、講談社、2016 年）、『日本 18 世紀学会年報』第 32 号、2017 年。 
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に研究ノート「錦織圭選手のプレーの特徴に関する質的研究手法による解明－ダビド・
ゴフィン選手との対戦における核心の把握によって－」を投稿する。 
 
【社会的活動】 
・本学における地域貢献とスポーツの普及の観点から、体育棟ならびに運動場の利用者に
自立性を具備させるため、ボランティアとして継続的な施設整備と美化活動を実施して
いる。 
 
【その他】 
・専門とするスポーツ種目であるテニスの競技で継続的な活動をしている。 
・平成 26 年度第 33 回岩手県ベテランテニストーナメントの、男子 45 歳以上の部において
第 2 位の成績を収める。 
 
 
 
熊本 哲也（基盤教育部・准教授） 
 
【研究活動】 
〈論文〉 
・「ジャン＝ジャック・ルソーにおける政治論、化学論との間にある横断的概念について：
rapport の概念を中心として」『岩手県立大学高等教育推進センター紀要 リベラル・ア
ーツ』第 9 号. 2015 年. 
・「小津安二郎『東京物語』における反復的時間と不可逆的時間」『岩手県立大学高等教育
推進センター紀要 リベラル・アーツ』第 10 号. 2016 年。 
 
〈著書〉 
・（共著）『教員養成を問いなおす』下司晶他編、「教員養成における「教育関係論」と『エ
ミール』の関係論について」、東洋館出版社、2016 年。 
 
〈翻訳〉 
・（共訳）『表皮と核』、二コラ・アブラハム、マリア・トロク著、山崎冬太、大西雅一郎編、
松籟社、2014 年。 
 
〈書評〉 
・ジャン＝ジャック・ルソー著『人間不平等起源論』付「戦争法原理」（板倉裕治訳、講談
社学術文庫、講談社、2016 年）、『日本 18 世紀学会年報』第 32 号、2017 年。 
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高橋 英也（基盤教育部・准教授） 
 
【研究活動】 
〈論文〉 
・高橋英也・新沼史和 (2015)「可能を表す ar 動詞における接尾辞 ar の形態統語的役割」
Papers from the 32nd Conference of The English Linguistic Society of Japan (JELS 32): 
146-152. 
・高橋英也 (2015)「日本語の使役起動交替に対する形態統語的アプローチ」『リベラル・
アーツ」9 号: 35-48. 
・高橋英也 (2016)「日本語における派生的結果構文の成立について」『南山大学外国人留
学生別科創立 40 周年記念事業日本語・日本語教育大会論集』: 129-138.  
・高橋英也 (2016)「日本語の存在・所有形式におけるイル・アル交替現象」『リベラル・
アーツ』10 号: 85-100. 
 
〈報告〉 
・高橋英也, ルプシャ・コルネリア (2014)「岩手県立大学の英語教育における学生の学習
態度の能動的形成を目指して：英語プレイスメント・テストの有効的活用に関する調査」
『外国語教授法の研究』第 2 号: 1-30. 
 
〈講演〉 
・高橋英也「東北・北海道方言におけるラサル形式の形態統語論について」南山大学大学
院人間文化研究科 言語学講演会, 南山大学, 2015 年 6 月. 
 
〈学会等発表〉 
・高橋英也「自他交替における接尾辞 ar の文法化について」Morphology and Lexicon Forum 
2014, 大阪大学, 2014 年 9 月. 
・高橋英也・新沼史和「日本語における接尾辞 ar の文法化と HAVE/BE 交替について」日
本語文法学会第 15 回大会, 大阪大学, 2014 年 11 月. 
・高橋英也・江村健介「可能動詞の形態統語論に関する一考察：接辞 e の分布の観点から」
日本言語学会第 151 回大会, 名古屋大学, 2015 年 11 月. 
・Niinuma, Fumikazu and Hideya Takahashi "The Syntax of Voice in Kesen," The 12th Meeting of 
Workshop on Altaic Formal Linguistics (WAFL 12), Central Connecticut State University, 2016
年 5 月. 
・高橋英也・江村健介「いわゆるラ抜き言葉の形成における形態統語的制約について」日
本言語学会第 152 回大会, 慶應義塾大学, 2016 年 6 月.  
・高橋英也「可能動詞化の方言上の多様性について：ラ抜き言葉とレ足す言葉の動詞句構
造の観点から」南山大学言語学 WS『動詞句とその周辺』, 南山大学, 2016 年 12 月. 
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〈科研費獲得〉 
・「日本語の態関連構文の連続性に関する研究：岩手方言「さる」の v−システムの観点か
ら」2014 年度〜2016 年度, 科研費 基盤研究（C）（課題番号：26370453）, 研究代表者. 
・「v−システムに関する言語・方言横断的および通時的研究」2014 年度〜2016 年度, 科研
費 基盤研究（C）（課題番号：26370463）, 研究分担者. 
 
 
 
CORNELIA D. LUPSA（基盤教育部・准教授） 
 
TEACHING AND OTHER ACTIVITIES RELATED TO EDUCATION 
・developed new content and syllabi for the new English classes in the English curriculum (2015 
onwards): Essential English (Intermediate classes 3 & 4) and Practical English (Advanced/ 
Intermediate/ Basic) 
・member of the task force (2015-2016) set up to design and implement the new e-learning course 
for second-year students (Essential English III & IV) 
・from 2016, one of the three teachers in charge of Essential English III & IV 
 
RESEARCH AND ACTIVITIES RELATED TO RESEARCH 
〈Book chapters〉 
・2016 『チョムスキー理論事典＜増補版＞』研究社 2016〔原口・中村・金子〔編〕〕（left 
periphery, VP shell, interpretable and uninterpretable features の項目を担当） 
 
〈Research articles〉 
・2014 “The Adverb plus Complementizer Construction in French and Romanian”,  Liberal Arts 8, 
published by Iwate Prefectural University Center for the  Advancement of Higher Education 
 
〈Joint research articles〉 
・2014 Emura, K., N. Kimura, C.D. Lupsa, J. Kim, S. Yamaguchi, H. Hagiwara, N. Yusa (2014) “On 
the Acquisition of Noun-Noun Compounds in Japanese”, Kokusai  Bunka Kenkyū 20, published 
by the Tohoku University School of International Cultural Studies 
 
〈Presentations〉 
・2017 “Pseudo Noun Incorporation in English”, Hokkaido Theoretical Linguistics  Association 
meeting held on Feb.18 at Asahikawa Medical University 
・2016 “Body Parts as Properties: Metonymic Predication in English”, ACED 18, U. of Bucharest, 
June 2 
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〈科研費獲得〉 
・「日本語の態関連構文の連続性に関する研究：岩手方言「さる」の v−システムの観点か
ら」2014 年度〜2016 年度, 科研費 基盤研究（C）（課題番号：26370453）, 研究代表者. 
・「v−システムに関する言語・方言横断的および通時的研究」2014 年度〜2016 年度, 科研
費 基盤研究（C）（課題番号：26370463）, 研究分担者. 
 
 
 
CORNELIA D. LUPSA（基盤教育部・准教授） 
 
TEACHING AND OTHER ACTIVITIES RELATED TO EDUCATION 
・developed new content and syllabi for the new English classes in the English curriculum (2015 
onwards): Essential English (Intermediate classes 3 & 4) and Practical English (Advanced/ 
Intermediate/ Basic) 
・member of the task force (2015-2016) set up to design and implement the new e-learning course 
for second-year students (Essential English III & IV) 
・from 2016, one of the three teachers in charge of Essential English III & IV 
 
RESEARCH AND ACTIVITIES RELATED TO RESEARCH 
〈Book chapters〉 
・2016 『チョムスキー理論事典＜増補版＞』研究社 2016〔原口・中村・金子〔編〕〕（left 
periphery, VP shell, interpretable and uninterpretable features の項目を担当） 
 
〈Research articles〉 
・2014 “The Adverb plus Complementizer Construction in French and Romanian”,  Liberal Arts 8, 
published by Iwate Prefectural University Center for the  Advancement of Higher Education 
 
〈Joint research articles〉 
・2014 Emura, K., N. Kimura, C.D. Lupsa, J. Kim, S. Yamaguchi, H. Hagiwara, N. Yusa (2014) “On 
the Acquisition of Noun-Noun Compounds in Japanese”, Kokusai  Bunka Kenkyū 20, published 
by the Tohoku University School of International Cultural Studies 
 
〈Presentations〉 
・2017 “Pseudo Noun Incorporation in English”, Hokkaido Theoretical Linguistics  Association 
meeting held on Feb.18 at Asahikawa Medical University 
・2016 “Body Parts as Properties: Metonymic Predication in English”, ACED 18, U. of Bucharest, 
June 2 
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〈Research grants〉 
・2012-2014 Grant-in-Aid for Young Researchers Type B from the Japan Society for the Promotion 
of Science, grant number: 24720220, title: Sentence Adverbs and the  Syntax-Semantics 
Interface 
 
〈Joint Research Grants〉 (with H. Takahashi, Y. Watanabe, T. Sasa, K. Emura) 
・2014-2017 〔学部等研究費〕「岩手県立大学の基盤教育における英語教育改革と新英語カ
リキュラム：その成果と課題についての考察」 
 
〈Contributions to professional organizations〉 
・2016-2019 Editorial Committee, Tohoku Branch of the English Literary Society of Japan  
・2013-2015 Conference Organization Committee, Tohoku Branch of the E.L.S.J.  
 
CONTRIBUTIONS TO CULTURE AND INTERNATIONAL EXCHANGE 
・translated into Romanian Yasunari Kawabata’s 「十六歳の日記」and 「少年」Humanitas Fiction, 
2014 
 
 
 
渡部 芳栄（企画開発部・特任准教授） 
 
【教育活動】 
・2016 年度：「いわて創造入門」「いわて創造学習ⅠA」「いわて創造学習ⅠB」「いわて創
造学習ⅡA」「いわて創造学習ⅡB」 
・2015 年度：「高等教育と学びの変化」（放送大学福島学習センター非常勤講師） 
・2014 年度：「基礎教養入門」（4 月 15 日全学共通授業） 
 
【研究活動】 
〈研究論文・報告書等〉 
・渡部芳栄，2017，「地域におけるキャリア意識形成を促す授業実践―副専攻コア科目「い
わて創造入門」実施報告―」『リベラル・アーツ』11 号，pp.43-49。 
・渡部芳栄，2017，「フリーソフト R を用いた IR・ベンチマーキングサイトの試運用―安
価な WEB ベースのシステムを目指して―」『リベラル・アーツ』11 号，pp.51-57。 
・渡部芳栄，2016，「高卒後の進学・就職に伴う地域移動と就職機会―全国の傾向と岩手県
の特徴―」『リベラル・アーツ』10 号，pp.55-70。 
・渡部芳栄，2015，「岩手県立大学入学生の英語学習に関する諸問題」『リベラル・アーツ』
9 号，pp.1-18。 
・渡部芳栄，2015，「地方公共団体による公立大学法人運営の方針」『大学論集』47 号， pp.153 
-168。 
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・渡部芳栄，2014，「公立大学法人の制度的課題」『国立大学の多様な大学間連携に関する
調査研究』，pp.83-99  
 
〈口頭発表〉 
・渡部芳栄，2017，「大学と地域連携の現場から～ふるさといわて創造プロジェクトを事例
に～」東北教育学会（於：東北大学大学院教育学研究科） 
・渡部芳栄，2017，「ふるさといわて創造プロジェクト―教育実践者の立場から―」日本地
域政策学会東北支部研究大会（於：マリオス） 
・田中正弘・渡部芳栄・高森智嗣・村山詩帆・津多成輔，2016，「東北地域の大学進学問題」
日本教育社会学会（於：名古屋大学） 
・渡部芳栄，2015，「法人化後の公立大学運営」日本教育社会学会（於：駒澤大学） 
 
【社会的活動】 
・2015・2016 年度：地（知）の拠点大学による地方創生推進事業，ペーパーレフェリー等 
・2016 年度：大学基準協会 大学評価委員会 大学財務評価 国・公立大学第１部会委員 
・2014 年度：日本高等教育評価機構 評価員 
  
【その他】 
・2014-2016 年度：盛岡市立北松園小学校 PTA 理事・副会長 
 
 
 
井上 一彦（基盤教育部・講師） 
 
【教育活動】 
〈授業担当科目〉 
・四大「体育実技」（バレーボール，ソフトボール，バドミントン）  
・短大「体育実技」（バレーボール，バドミントン） 
 
〈学生支援〉 
・硬式野球部長 
 
〈非常勤講師〉 
・岩手大学「健康・スポーツ A」「健康・スポーツ B」 
 
【研究活動】 
〈個人研究〉 
・「大学野球における状況別打撃結果についての一考察」岩手県立大学高等教育推進セン
ター『リベラル・アーツ』第 9 号 
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・渡部芳栄，2014，「公立大学法人の制度的課題」『国立大学の多様な大学間連携に関する
調査研究』，pp.83-99  
 
〈口頭発表〉 
・渡部芳栄，2017，「大学と地域連携の現場から～ふるさといわて創造プロジェクトを事例
に～」東北教育学会（於：東北大学大学院教育学研究科） 
・渡部芳栄，2017，「ふるさといわて創造プロジェクト―教育実践者の立場から―」日本地
域政策学会東北支部研究大会（於：マリオス） 
・田中正弘・渡部芳栄・高森智嗣・村山詩帆・津多成輔，2016，「東北地域の大学進学問題」
日本教育社会学会（於：名古屋大学） 
・渡部芳栄，2015，「法人化後の公立大学運営」日本教育社会学会（於：駒澤大学） 
 
【社会的活動】 
・2015・2016 年度：地（知）の拠点大学による地方創生推進事業，ペーパーレフェリー等 
・2016 年度：大学基準協会 大学評価委員会 大学財務評価 国・公立大学第１部会委員 
・2014 年度：日本高等教育評価機構 評価員 
  
【その他】 
・2014-2016 年度：盛岡市立北松園小学校 PTA 理事・副会長 
 
 
 
井上 一彦（基盤教育部・講師） 
 
【教育活動】 
〈授業担当科目〉 
・四大「体育実技」（バレーボール，ソフトボール，バドミントン）  
・短大「体育実技」（バレーボール，バドミントン） 
 
〈学生支援〉 
・硬式野球部長 
 
〈非常勤講師〉 
・岩手大学「健康・スポーツ A」「健康・スポーツ B」 
 
【研究活動】 
〈個人研究〉 
・「大学野球における状況別打撃結果についての一考察」岩手県立大学高等教育推進セン
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〈共同研究（研究代表者）〉 
・「簡易型スピード測定器の設置位置が測定値に与える影響」第 30 回日本ゴルフ学会 
   
【社会的活動】 
・第 65 回日本体育学会準備委員・実行委員 
・北東北学生野球連盟理事 
・野球指導者研修会 
・ボランティア活動 
・チャグチャグ馬コ 
・南部曲り屋茅葺屋根葺き替え 
 
【その他】 
・FD 活動 
 (1) 第 6 回大学体育指導者養成研修会参加 
 (2) 第 7 回大学体育指導者養成研修会参加 
 (3) 第 8 回大学体育指導者養成研修会参加   
 (3) 平成 26 年度大学体育指導者全国研修会参加 
 (4) 「体育実技における授業改善の方向性」高等教育推進センターFD 報告会 
 (5) 「大学体育指導者養成研修会報告」高等教育推進センターFD 報告会 
 
 
 
畠山 大（基盤教育部・講師） 
 
【教育活動】 
・岩手県立大学教職課程における学生の認識的転換を意図したワーク教材の開発，2016 年
04 月～（継続中） 
・宇都宮大学における「保育者論」・「幼児教育の方法Ⅱ」の講義を通した、教育者として
の「省察的な思考」の技術の指導，2012 年 04 月～（継続中） 
・作新学院大学教員免許状更新講習用テキスト『学校と子どもをめぐる教育の最新事情と
発達の保障・支援の方法』の作成及び改訂，2013 年 04 月～2017 年 03 月 
 
【研究活動】 
〈著書〉 
・『ワークで学ぶ道徳教育』，ナカニシヤ出版，2016 年 03 月，井藤元編, 畠山大・他著 
・『子どもと共に育ちあうエピソード保育者論』，みらい，2016 年 02 月，井上孝之・山﨑
敦子編, 畠山大・他著 
・『ワークで学ぶ教育学』，ナカニシヤ出版，2015 年 03 月，井藤元編, 畠山大・他著 
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〈論文〉 
・「大村はま単元学習における「素材の教材化」の論理―教育関係の五項モデルに基づく「こ
とば」の「教材」論―」『教育思想』43 号，2016 年 03 月（単著） 
・「大村はまにおける「ことばの教育」の目的論―実践との関係における「機能」に着目し
て―」『科学研究費補助金基盤研究（Ｂ）「比喩的な指導言語による感覚の共有と「わざ」
の学びモデルの構築」最終報告書』，生田久美子編，2016 年 03 月（単著） 
・An Investigation into the Aim of Language Education; Some Implications of Hama Omura's 
Practice in Japanese Education. 『わざ言語：思考と身体、知と教育における関係性―東洋
の伝統と西洋の経験を比較して―』，生田久美子監修，2015 年 03 月（単著） 
・「「古典」の指導における大村はまの「ことば」の教育論―解釈の一形式としての「鑑賞
のための朗読」に着目して―」『教育思想』42 号 ，2015 年 03 月（単著） 
 
〈口頭発表〉 
・日本教師学学会第 18 回大会，2017 年 03 月，「大村はま単元学習における「実の場」の
教育哲学的分析―教育空間論としての再解釈の試み―」 
・日本教師学学会第 16 回大会，2015 年 03 月，「「学校知」から「関係的な知」としての「こ
とば」への転換―家庭・生活概念の分析に基づく「ことば」観の再構築―」 
 
【社会的活動】 
・教員免許状更新講習連絡協議会委員，2016 年 06 月～（継続中） 
・那須町幼保小中一貫教育検討委員会委員長，2016 年 05 月～（継続中） 
 
 
 
堀之内 敏恵（企画開発部・特任講師） 
 
【研究活動】 
〈論文〉 
・堀之内敏恵「高等試験の試験科目『憲法』に対する天皇機関説事件の影響」『史潮』新
80 号，2016 年 12 月 
 
〈研究ノート〉 
・堀之内敏恵「高等試験の試験科目『憲法』に関する基礎的研究‐試験委員と筆記試験問
題‐」『リベラル・アーツ』11 号，2017 年 3 月 
 
〈報告〉 
・堀之内敏恵「『教養科目』改革 3 年目の検証‐新カリキュラムの設計と学生の履修動向に
着目して‐」『リベラル・アーツ』11 号，2017 年 3 月 
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・教員免許状更新講習連絡協議会委員，2016 年 06 月～（継続中） 
・那須町幼保小中一貫教育検討委員会委員長，2016 年 05 月～（継続中） 
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【研究活動】 
〈論文〉 
・堀之内敏恵「高等試験の試験科目『憲法』に対する天皇機関説事件の影響」『史潮』新
80 号，2016 年 12 月 
 
〈研究ノート〉 
・堀之内敏恵「高等試験の試験科目『憲法』に関する基礎的研究‐試験委員と筆記試験問
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〈学会等発表〉 
・堀之内敏恵「『教養科目』改革の検証―学生の履修動向と学びに着目して―」第 23 回大
学教育研究フォーラム，京都・京都大学，2017 年 3 月 
・堀之内敏恵「『帝国大学体制』研究の課題と意義」日本教育史学会例会，東京・立教大学， 
2015 年 12 月 
 
〈その他〉 
・堀之内敏恵「揺れる大学の教員養成」日本子どもを守る会編『子ども白書 2017』本の泉
社，2017 年 8 月 
・研究資金 岩手県立大学若手ステップアップ研究費「戦時下における高等試験『憲法』
の研究」研究期間 2016 年 7 月～2017 年 3 月 
・コロキウム「『帝国大学体制』とは何だったのか」教育史学会第 59 回大会，宮城・宮城
教育大学，2015 年 9 月 
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